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令和７年度郷土を愛する心を育む教育についての取組 佐賀県立厳木高等学校

アーチェリー部
令和7年度 佐賀県高等学校新人体育大会 30ｍの部
男子個人 優勝 （九州大会出場）

美術部
令和7年度 佐賀県高等学校総合文化祭美術・工芸展
立体・彫刻・工芸の部 特選（第1席）

厳木駅活用プロジェクト

地域イベントへの参加・協力
7月25日 佐用姫の湯温泉寺子屋
8月22日 厳木夏祭り
道の駅厳木での農作物の販売 イベント時の協力

地域での
校外活動

厳木高校の
誇る
部活動
Club Activity

地域に根差した
体験型の
主体的な学び

Aコースでは、学校林や環境芸術の森の整備や
厳木ダムの見学等を通して、森林や水資源の保全
について学びます。Bコースは、学校農園・果樹
園での農業体験と、厳木道の駅での農作物の販売
を行いました。Cコースは、地域のこども園や
福祉施設での交流を行いました。

体験学習基礎（1年）

教養科目・ボランティア（3年/選択）

厳木高校は、生徒一人ひとりの個性や特性に応じた
カリキュラムや体験活動を通して、
地域や社会に貢献できる心豊かな人材を育成します。

厳木高校の特徴
School Mission

厳木町の豊かな自然や
伝統文化に実際に触れて
郷土とのつながりを感じる
厳木高校の独自のカリキュラム令和７年度の

取り組み

単位制・二学期制を導入しすることで、ゆとりある校時設定と、
進学から就職まで幅広く対応できるコース設定を可能にしています。

また、少人数教育や学び直し、学習支援員の配置、通級指導
など、様々な支援と配慮でゆとりある学習環境を実現しています。

生徒の約9割が使用しているJR厳
木駅は、映画のロケ地にもなった
木造の駅舎と100年前に建てられた
給水塔が珍しい、地域の憩いの場

学校を飛び出し
地域で
実践的な学びを

地域の清掃活動、特別支援学校等との連携授業
を通して、地域とのつながりを実感し、地域のた
めにできることを考え、主体的に行動をすること
ができました。

教養科目・故郷学（2年/選択）
厳木町や唐津市の歴史や文化について、テーマ

を決めて調べ、まとめました。実際に文化財や施
設を訪れ、厳木・唐津に対する誇りや愛着を深め
ることができました。

です。厳木高校では、「厳木駅活用プロジェクト」
を立ち上げ、駅の清掃やイベントの企画運営を行っ
ています。5月10日に開催した「無人駅の日」では、
スタンプラリーなど生徒が企画したイベントを実施
し、多くの方々にご来場いただきました。
今年で４年目を迎える「厳木土曜夜市」のほか、
「ちっちゃな美術展」など年間を通して様々な企画
に参加しています。

佐賀を誇りに
思う教育
推進事業
講演会

5月1日の開校記念日にあわせて、厳木町の地域活性化

『夢は叶う 夢が叶う 〜夢を現実に変える魔法』
フィッシングパークひらの 代表 米丸 知成 様

げながら地域活性化に尽力されていることを知り、改
めて厳木町の魅力に気づかされました。

や地域再生の取組について話されまし
た。厳木町に移住された経緯や、地元
の方や釣り関係の方々との繋がりを広
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